
静岡県の目指すi-Construction

秋田県ICT技術展示会
令和８年１月14日



静岡県交通基盤部 建設政策課 未来まちづくり室
３本の柱
☆ VIRTUAL SHIZUOKA構想
☆ 官民連携によるインフラ包括管理
☆ i-Constructionの推進
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県土全域の3次元点群データ
を取得・公開

群マネの展開
垂直連携の推進

★今日はここ
ICT活用工事
建設DXの推進



i-Constructionとは？

建 設 現 場 に お け る 生 産 性 を 向 上 さ せ 、
魅 力 あ る 産 業 へ の 転 換 を 目 指 す ！

生産性を向上させることで・・・
３Ｋ（きつい、汚い、危険）から、新３Ｋ（給料、休暇、希望）へ！

・企業の経営環境を改善 ・現場で働く方々の賃金水準の向上
・安定した休暇の取得 ・安全で魅力的な現場
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最近は「カッコいい」を加えて
新４Kへ



令和は人 口減少の時代



全 国 の 建 設 業 の 実 態 は ？



ICT活用による生産性向上

i-Construction



i-Construction愛
・家族と過ごす時間が増える
・収入が増える
・事故が減る
・書類が減る
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ICT活用工事 静岡県の実施企業累計数（R７.3月末）
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起工測量 3次元設計データ作成 施工 3次元出来形管理

省人化 安全性向上

45%削減 60%削減

ICT活用工事の実施効果(県内受注者アンケート結果)
作業時間短縮
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ICT活用工事を実施した受注者を対象としたアンケート調査により効果を確認

45%削減



ICT活用工事への業者対応状況
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【ヒアリング結果】
・静岡県内は下請けからの依頼が多い
・導入可能会社でも、担当者は限定
・3次元図面で提供されるなら自然と対応は可能
・小規模工事は、導入コストが合わない
・小規模工事は、土工の割合が低い
・3次元設計データ作成のハードルが高い・・・などなど

実施実態の把握



施工者向けのICT活用工事セミナー



施工者向けのICT活用工事セミナー

小規模河川での起工測量 起工測量を元にした3次元データ作成

小型ICTバックホウの操作演習

◎受講者の声
・自社でも活用可能と実感できた
・ほかにも３Dの作成や使い方等の講習をしてほしい
・もっと3次元を知りたい

◎セミナーのポイント
・測量機器やICT建機に実際に触れてもらう
・現場も交えて、実業務への活用をイメージ
・3次元データの作成を内製化へ
・小規模工事へも適用できる内容
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データ作成
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工事完成図ＣＡＤデータの納品 点群データ（ＬＡＳ等）の納品
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国交省と静岡県のICT活用工事の違いについて
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目 的
①「点群でのストックによる維持管理の効率化」
（※ICT活用工事は、出来形管理が目的）

②「VIRTUAL SHIZUOKA」データの更新
（地形の改変が起きるタイミングは、土木工事のタイミング）

③「業界全体の点群データ活用のすそ野拡大」
（まずは、点群データの取得から。。さらに、iPhoneやiPadなどのLiDAR付きモバイル端末での計測でもOK）

完成形状の3次元計測



出典：モバイルスキャン協会（https://mobilescan.jp/）
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データ取得が楽に！！



災害で活用しよう！！





出典：「広報かわねほんちょう」



出典：国土交通省



出典：国土交通省

発災から査定まで2か月以内！
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現況図面の作成
計測データのCAD化

赤紫：切断ライン（Polyline）
黄緑：断面図（Section envelope）



現況図面の作成
計測データのCAD化

黄緑の断面図（Section envelope）
から、必要な断面をCADに取り込んで代表
断面図を作成

災害査定で活用可能な資料が、自治体
職員だけで作成できる！
（※大規模災害時の災害査定の効率化
（簡素化）が適用された場合のみ）



国土交通省のガイドラインに掲載

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/saigai_fukkyu/index.html



https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_hukkyuu/attach/pdf/index-62.pdf

農林水産省(農村振興局)でもマニュアルを公開しています



静岡においても、手順をマニュアル化



・ソフト面
1)土木事務所職員に対してLiDAR研修を実施
（モバイル端末での計測から横断面図作成まで）

2)建設技術監理センターで３次元データ活用研修を実施
（点群処理ソフト操作演習や測量業務での活用事例紹介等）

・ハード面
1)土木技術職員のPCに点群処理用のフリーソフト「クラウドコンペア」をプリインストール
2)県内８土木事務所に対して「iPad Pro」の配備

静岡県での普及に向けた取り組み



点群データから横断面図を作成

ビューア活用により災害査定資料として提示



建設技術監理センターでの研修



iPAD LiDARによる課題
計測距離は5m程度が限界

大型構造物などには不向き
あくまで人が近づいてスキャンする必要がある



iPAD LiDARによる課題
計測距離は5m程度が限界

大型構造物などには不向き
あくまで人が近づいてスキャンする必要がある

新しい試行（Sfm）

×
GoPro



iPAD LiDAR SfM



誰もが3次元計測が可能に！！



日時：2月15日(土)、16日(日)
会場：大日本報徳社（掛川市）

NIANTIC主催のScaniverseコミュニティイベント（世界初開催！）
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3D SCAN MEET UP 



3D SCAN MEET UP 

日時：7月4日(金)
会場：静岡理工科大学御幸町キャンパス（M20）



産官学問わず
愛Constructionを広げていきたい



秋田県でも
愛Constructionを広げていきましょう




